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■ Y・S

仲間と協力して作り上げる事の楽しさを知る
ことが出来ました。この気持ちを忘れずに
今後も頑張っていきます！

◆ 卒業研究課題 役員報告会 ２月２５日（水） １３：００ ～ １４：４０
    

石川社長はじめ、取締役、各領域長、各工場長に１年間の訓練の成果として、卒業研究課題の報告を行いました。本年度のテーマは、
「人にやさしい工程づくり（からくり改善）」、「シエンタ通電チェッカーの内製化」、「先進技術AIエルゴ評価、顔認証」の３テーマです。

A 班 ◆人にやさしい工程づくり （ご協力： 大衡工場 車体部  ボデー課 

TPS推進部 SSC推進G ）

B 班 ◆シエンタ通電チェッカーの内製化 （ご協力：大衡工場 品質管理部
検査課 ）

C 班 未来へ向けて行動する ◆先進技術 （ご協力： 組立研鑽部 大衡工場組立課 組立部技術G ）

重筋作業を「からくり」で改善する

検査課の作業である「手の内化」に挑戦

作業を

楽にする！

未来の「ものづくり」への挑戦
（ご協力： 開発プロセス変革部DX変革室SE推進G ）

石川社長に始動アシストを体験してもらう

からくりによる無動力始動アシスト装置の説明

■ Y・I

プログラム作成には時間がかかり作業に
遅れが生じてしまい、計画通りに行う
ことの難しさを学びました。メンバーと
情報共有する大切さを実感しました。

石川社長を事前に登録しておき、顔認証ゲートを体験してもらう

わかりやすく工夫して作った AI エルゴ評価の説明

軽く見やすく
する！

顔認証で出勤簿
管理！
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